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中１数学Ｂ ２０１９年度１学期 正負の数・文字式・１次方程式 本問解答 

§５ 連立１次方程式 

※ 欠席してしまった場合は、問 5.1～問 5.5を自分で確認し、p.34,35の宿題 H5.1～H5.4
に取り組んで提出してください。余裕があれば全問解きましょう。
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問５.３
まず、方程式を整理して、問 5.2のような
形にしましょう。
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問５.５
(1) はじめの 10分間は、毎分 3x人ずつ受付を済ませる一方、 y人ずつ列に加わり、結
果として毎分 ( 3 )y x 人ずつ列に並んでいる人数が増えていきます。10分後には、
列に並んでいる人は 15人増えているので、
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問５.６ 
A, B, C, Dの目の数を , , ,a b c dとおきます。すると、
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問５.７
(1) 食塩水を x g, y g, z g混ぜると 100gの食塩水になるので、

100x y z    ························ ①

5%, 8%, 10%の食塩水をそれぞれ x g, y g, z g混ぜると、7.5%の食塩水 100gが
できるので、含まれる食塩の量に注目して

5 8 10 7.5
100 100 100 1

100
00

x y z  

5 8 10

100

x y z  107.5

00

0

1




5 8 10 750x y z    ················ ②

5%, 8%, 10%の食塩水をそれぞれ y g, z g, x g混ぜると、8.5%の食塩水 100gが
できるので、含まれる食塩の量に注目して

5 8 10 8.5
100 100 100 1

100
00

y z x  

5 8 10

100

y z x  108.5

00

0

1




10 5 8 850x y z    ················ ③

(2) 5%, 8%, 10%の食塩水をそれぞれ z g, x g, y g混ぜると、 n%の食塩水 100gになる
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よって、 7% と分かります。

※ ①,②,③から , ,x y zを求め、それを元に(2)の食塩水の濃度を計算することもできます。
①,②,③を解くと
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なので、5%, 8%, 10%の食塩水をそれぞれ z g, x g, y g混ぜた食塩水に含まれる
食塩の量は、
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となります。

食塩水の重さは 100gなので、濃度は 7%となります。


